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米海兵隊オスプレイの
飛来についての立場は

市民の安全安心のため
適時、適切に対応する

利用者の状況に応じて
柔軟に対応している　

個
人
質
問

10 つ　市　議　会　だ　よ　り

65歳到達以後も障がい
福祉サービスの継続を

▲誰もが安心して利用できる自

　転車道の整備を

▲中ノ川の洪水ハザードマップ

　が年度内に更新・配布される

問　障がい福祉サービスの利用

者は、65歳到達時に、原則、介

護保険サービスへの移行が優先

されるが、厚労省から、一律に

介護保険サービスを優先せず、

サービスが不十分であれば、適

切な運用に努める旨が通知され

ている。市内でも、障がい福祉

サービスを引き続き利用したい

との声を聞く。当人の実態や状

況に応じて、より有利な制度を

適用すべきと考えるが、どうか。

答　65歳以上は、原則として介

護保険サービスを利用するとさ

れているが、心身の状況や、サ

ービスを必要とする理由は多様

であることから、65歳に到達す

るまでに利用した障がい福祉サ

ービスに相当する介護保険サー

ビスを特定し、一律に介護保険

サービスを利用するものとはし

ないこととされている。

　また、サービスの内容や機能

から、介護保険サービスには相

当するものがない障がい福祉サ

ービス独自のもの（同行援護や

就労支援など）については、引

き続き、障がい福祉サービスの

提供を行うことになっており、

この考え方に基づき、窓口にお

いても適切に対応を行っている。

●その他の質疑・質問●

〇自転車道の整備を
 ● 自転車に関する交通事故の防

止策と、津駅西口からの自転車

専用ゾーンのような先進事例に

学ぶ道路拡充と交通安全施策は

○障がい者医療費の窓口無料化

を

〇ストーマ装具の基準額の引き

上げを

〇小・中学校へ特別支援教育支

援員および臨時講師の増員を

　

問　平成31年2月に続いて米海

兵隊輸送機オスプレイが、伊勢

市の明野駐屯地に飛来している。

　2月の飛来時は津市の上空を

飛行したが、松阪市長は3月に、

常駐化は受け入れられないと議

会で答弁している。

　今回、三重県と伊勢市は防衛

省東海防衛支局に、明野駐屯地

でのオスプレイの訓練を常態化

しないことを要望した。前葉市

長も県の要望と同じ考えか。

答　全国市長会において、オス

プレイの安全性については国が

責任を持って住民に説明し、飛

行訓練については、関係する自

治体の意向を十分尊重すること

などを求める提言を決定してお

り、津市も当然同じ立場である。

　令和元年12月に実施される自

衛隊と米海兵隊の実動訓練での

オスプレイの飛行については、

三重県の上空を飛行することに

なるので、三重県が改めて東海

防衛支局に対し、明野駐屯地で

の訓練を常態化しないようにす

るなど要請・要望している。

　今後も、十分に三重県と県内

市町と連携しながら、市民の安

全安心のために適時、適切に対

応していく。

　  ●その他の質疑・質問●

○今年の一連の台風による、各

地の浸水災害などの教訓から
 ● 河川の洪水ハザードマップは

活用されているか。地域に浸透

しているか

 ● 土のうはどのように提供され

るのか

 ● 災害ゴミの処理計画は

 ● ポンプ場の耐震化の進捗は

○認知症の事故の補償に保険で

支援を
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